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2019 年 12 月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2019 年２月 15 日に公表いたしました 2019 年 12 月期第２四半期累計期間（2019 年１月１日～2019 年６月 30

日）の連結業績予想と実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想との差異 

2019 年 12 月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異（2019 年１月１日～2019 年６月 30 日） 

                               （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に

帰属する 
四半期純利益 

１ 株 当 た り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,043 172 134 84 10 円 14 銭 

実  績 （ Ｂ ） 1,063 210 172 127 15 円 87 銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 20 38 38 43 － 

増  減  率 （  ％  ） 1.9 22.1 28.4 51.2 － 

（参考）前第２四半期実績 
(2018 年 12 月期第２四半期) 

839 △34 △13 △30 △３円 62 銭 

 

２． 差異の理由 

建設コンサルタント事業において当第２四半期における完成案件が当初の見込みを上回ったことにより、

建設コンサルタント事業の売上は当初の予想を上回ったものの、ファッションブランド事業においては売上

高が当初の予想を下回る結果となりました。そして、投資事業における売上高は当初の予想どおりに推移し

た結果、売上高当初の予測をわずかに上回る結果となりました。 

前連結会計年度より取り組んだ建設コンサルタント事業及びファッションブランド事業における収益拡大

のための施策の効果が当第２四半期において顕著に現れ、原価率が当初の予想より低減し、第２四半期にお

いて支出を予定していた販売費及び一般管理費が減少した結果、営業利益は当初の予想を上回る結果となり

ました。また、営業外収益及び営業外費用がほぼ当初の予測通り推移したため、当該営業利益の増加を受

け、経常利益は当初の予想を上回る結果となりました。 

当第２四半期では、投資事業における収益物件及び投資有価証券の売却を行い、それぞれの売却益を計上

したほか、新株予約権戻入益を特別利益として計上いたしました。特別損失は当初の予測通り推移しました

が、当初の計画ではこれらの特別利益の発生は予測しておりませんでした。 

経常利益の増加及び特別利益の発生を受け、税金等調整前四半期純利益は当初の予測を上回る結果となり

ました。税金等調整前四半期純利益の増加を受け、最終的な親会社株主に帰属する四半期純利益は、当初の

予想を大幅に上回る結果となりました。 

以上 


